「○○○題材名（タイトル）○○○」
（内容名）を実践して

技術・家庭科研究会　内容○グループ


１　はじめに
　生徒の実態として，「○○○○」「○○○○」という姿がある。そのため，題材全体を貫いた「○○○○」という資質・能力の育成を目指し，教師用の題材構想シートと生徒用の学びの活用シートを制作し，授業で利用した。

２　題材構想シートについて
　構想シートには次の記入欄を設けた。
	①生徒に身に付けさせたい資質・能力と本質的な問い，②授業で働かせる見方・考え方，③授業内容，④見方・考え方を働かせている生徒の姿，⑤問題発見の資料，⑥予想される生徒の課題，⑦解決方法の検討・計画，⑧課題解決に用いる教材，⑨生徒に実践活動を評価・改善させる方法，⑩評価計画と記録


①は，○○○○○○○○。②は，第○学年に向けてのレベルを，「自分・家庭・地域・日本社会・世界」，「今，３年後，１０年後」，「選択・管理・運用・改良・応用」の中から○○○○○○○○を選び，設定した。見方・考え方については，○○○○○○○○。③は，構成として「(1)生活や社会を支える技術」○時間，「（2）技術による問題の解決」○時間，「（3）社会の発展と技術」○時間とした。④は，○○○○○○○○。⑤は，題材を○○○○○○としたため，○○○○○○・・・・・・⑩は○○○○○○○○。学びの活用シートで評価する部分として，○○○○○○○○。
（ここには想定した内容やどんな意図をもって記入欄を設けたかなど，記入欄の項目名だけでは読み取れない内容と実際に記載した内容，学びの活用シートで行う評価内容を記述してください。）

３　学びの活用シートについて
　活用シートには，次の記入欄を設けた。
	①題材名と本質的な問い，②見方・考え方，③問題解決，④実践方法，⑤実践の評価，⑥授業後の学んだ内容に対するまとめ，⑦本質的な問いに対する自分の考え


①は，○○○○○○○○。②は，○○○○○○○○。③は○○○○○○○○。④は，○○○○○○。⑤は，○○○○○○○○。
（ここには想定した内容やどんな意図をもって記入欄を設けたか，どんな工夫をしたかなど，記入欄の項目名だけでは読み取れない内容と評価をどのように行うかを記述してください。）

４　実践後の評価・改善・感想等
　題材構想シートを用いて授業を行ったところ，○○○○○○○○ができた。
学びの活用シートを用いて授業を行ったところ，教師の評価内容については，資質・能力として思考力・判断力・表現力等で，（1）○○○○○○○○。（2）○○○○○○○○。（3）○○○○○○○○。学びに向かう力，人間性等で，（1）○○○○○○○○。（2）○○○○○○○○。（3）○○○○○○○○。
改善点としては，○○○○○○○○。
（ここにはワークシートを利用することでできたことやできなかったこと，評価をどのように行ったか，改善するべき内容，感想，授業に対する提案などを記述してください。）



留意点：記入例では「○○○○」の部分を赤字で具体的な授業内容に置き換えて記載しています。参考にして下さい。

（記入例）
「健康で豊かな食生活～１日分の献立を作成しよう」
―B　食生活を実践してー

技術・家庭科研究会　内容Bグループ
１　はじめに
　生徒の実態として，「中学生という成長期の時期に必要な栄養をとる必要があるが，朝食や休みの日の食事には課題がある」「各家庭の問題に対して課題を設定し解決する力を十分身に付けていない。」という姿がある。そのため，題材全体を貫いた「これからの食生活を展望し，健康・安全で豊かな食生活を営むために，自分の食習慣の課題を解決する。」という資質・能力の育成を目指し，教師用の題材構想シートと生徒用の学びの活用シートを制作し，授業で利用した。

２　題材構想シートについて
　構想シートには次の記入欄を設けた。
	①生徒に身に付けさせたい資質・能力と本質的な問い，②授業で働かせる見方・考え方，③授業内容，④見方・考え方を働かせている生徒の姿，⑤問題発見の資料，⑥予想される生徒の課題，⑦解決方法の検討・計画，⑧課題解決に用いる教材，⑨生徒に実践活動を評価・改善させる方法，⑩評価計画と記録


①は食生活を工夫し創造する資質・能力を身につけるために，本質的な問いは「これからの生活を展望し，健康・安全で豊かな食生活を営むためには，現在の食習慣の課題をどう解決すればよいだろう」とした。本題材のはじめの授業で生徒に質問し，同じ質問を最後の授業でワークシートに残させることで題材を貫いて資質・能力の育成が図られたかを確認することとした。
②はそれぞれ相互に関連するところも多いため，より見方・考え方を強めて意識できるよう項目や重視するところに◎をつけるようにした。
③は授業の流れを整理しながら，見方・考え方と対応した授業内容になるようにした。一つ一つを書くと11時間にもなるため，「１～４食事の役割と健康によい食習慣，５～７･･･，８～11･･･」というように簡単に記載するようまとめた。
④は，自分の食生活の振り返りの場面で「健康」を中心とした見方・考え方を働かせ考えている姿を予想した。
⑤は，１週間の食習慣checkシートで自分の食習慣の課題が見えるようにし，徳島県の疾病の現状や給食を例に挙げるなど，改善しなければならない食生活の問題がわかるようにした。
⑥は，⑤の学習から「朝食を１品増やして，栄養をたくさんとる」「夜寝るのがおそく，朝起きるのが遅くなって，朝食を食べる時間がないので，まずは早く寝る習慣をつける」「成長期だからたくさん栄養をとる。自分に足りていない栄養を調べる」という生徒の課題を想定し，食生活を見直すためのなぜその課題を設定したかを書くなど，具体的解決方法へと導くことができるようにした。
⑦は，⑥をもとに最終的に献立作成において課題を解決するためのプロセスを考えさせるようにした。課題を解決するために，自分にどのような力が必要か計画を立てさせ，それぞれの学習で力をつけたこと（栄養素の場面では，将来の自分の健康や身体について考えながら，どのような栄養が必要か各自で調べるなど）を確認しながら進めていく。献立作成時にはそれを意識して立てていくようにする。
⑧は，タブレットを使用して「自分に必要な栄養はなんだろう」の学習を通して，これからの自分の体について考えた時，各自で興味をもった栄養素を調べ，班で発表する。自分が摂取できていない食品にはどんな栄養素が含まれているかについて食品成分表を使って調べ，それに代わる食品を探す活動を通して，具体的に足りていない栄養素に迫っていく。
⑨は，生徒同士でそれぞれが調べた内容について発表し，相互評価する。友だちからのアドバイスをもとに改善し，これからの生活について「何を意識した食習慣にする必要があるか」を考える。
⑩は，生徒をどこの部分で評価していくか，計画を立て，指導と評価の計画に役立てられるようにした。学びの活用シートで評価する部分として，効果的な問いかけになっているか，計画を立てた。 

３　学びの活用シートについて
　活用シートには，次の記入欄を設けた。
	①生活の問題発見について考える，②問題発見と課題設定，③課題を解決する方法，④見方・考え方を働かせるためのキーワード，⑤実践活動，⑥実践活動の評価・改善，⑦ポートフォリオ，⑧これからの自分，⑨見方・考え方を働かせるためのキーワード


①は，これからまでの学習を振り返り，自分なりにキーワードを書かせることにより，問題発見へとつなげていく。②では問題発見から課題の設定をするが③で具体的な実践行動を考えさせるためにいくつか考えさせ，課題設定のままにならないよう工夫し，⑦へとつなげる。④はこれから学習する内容から子どもたちに連想させ，キーワードを書かせる。それが後半の⑨にも同じ項目があり，比較した時にキーワードが増えたり，学習した内容を生徒自身が感じられたりできるよう工夫をした。また⑤の実践活動では，箇条書きでいくつか考えさせ，あらゆる取り組みをして問題解決していけるようにした。⑥の実践したことを発表し，互いに評価しあうようにした。⑦の学習のあしあとでは，自分が③で計画した内容や⑤で具体的に立てた実践活動の中で身に付けたい内容を書き込み，できるようになったこと，振り返りの記録とした。⑧では実践し改善後に，これからの自分の食習慣について具体的に何を意識するかを記録させる。学習した内容が意識できているか，課題が解決できているかを確認する。

４　実践後の評価・改善・感想等
　題材構想シートを用いて授業を行ったところ，生徒に必要となる見方・考え方が明確となり，授業中に繰り返し話題にすることができた。課題の設定においても，問題発見の資料の工夫でより生徒の生活に近づけ，学習する前の動機付けにすることができた。教師の評価内容については，どのタイミングでどの資料（活用シート，ノート，テスト等）を用いているかを整理することができ，評価するタイミングを計画できたり，評価内容の説明に役立てたりすることができた。
学びの活用シートを用いて授業を行ったところ，生徒は自分の課題をしっかり計画して考えたり，自分の学びが深まっていることに気付くことができたりして，学習のまとめをそれぞれに行うことができた。友人との意見交換でさらに自分の考えを深めることができ，題材全体において見通しをもった学習ができた。教師の評価内容については，資質・能力として思考・判断・表現において，「中学生の1日の献立について」は，アドバイスカードを参考にしながら，栄養の過不足や調理方法など具体的に改善の方法を考えることができている記述については「おおむね満足」とし，さらに自分の課題を改善の場面でも意識できている記述のあるものについては「十分満足できる」と判断される状況として評価した。主体的に取り組む態度については，献立作成の改善の実践を通して，これからの食生活について主体的に取り組もうとしている内容や今後家庭で実践しようとしている内容の記述については，「十分満足できる」と判断させる状況とした。
改善点としては，課題の場面で，じっくり考え課題を設定できた生徒と，生活に落とし込んで考えることができない生徒の差をどのように埋めていくかという点である。課題の段階で意見を共有し，さまざまな考えがあることに気付かせることにより，深まらない生徒の課題設定に短時間でも生徒同士の共有を行っていくことの必要性を感じた。
ワークシートの工夫や写真等

